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論
文
要
旨

　

学
習
院
大
学
哲
学
科
は
、
奈
良
絵
本
『
一
本
菊
』
一
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
。

本
書
は
、
物
語
本
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
物
語
の
三
分
の
二
ほ
ど
を
欠
い

て
い
る
た
め
、
三
冊
本
の
下
巻
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
挿
絵
は
全
八
図
あ

る
。
天
地
に
薄
い
水
色
、
白
色
の
す
や
り
霞
を
引
き
、
金
や
銀
の
装
飾
的
な
雲

も
配
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
描
写
は
や
や
不
自
然
な
構
造
が
み
ら
れ
る
が
、
人

物
や
画
中
画
は
細
や
か
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
『
一
本
菊
』
は
、
写
本
・
刊
本
と
も
伝
本
が
多
い
。
本
文
は
Ａ
系
統
と
Ｂ
系
統

に
大
別
さ
れ
る
が
、
諸
本
間
に
や
や
異
同
が
あ
り
、
細
分
化
は
難
し
い
と
い
う
。

本
書
の
本
文
を
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
み
る
と
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
の
写
本
と

同
じ
Ａ
系
統
に
属
す
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
パ
リ
国
立
図
書
館
東
洋

写
本
部
ス
ミ
ス
＝
ル
ス
エ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
奈
良
絵
本
（
寛
文
頃
書
写
）

に
、
細
か
な
異
同
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

奥
書
に
「
永
禄
三
年
八
月
上
旬
書
之
了
」
と
あ
り
、
年
代
の
記
さ
れ
た
貴
重

な
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
本
稿
に
て
資
料
解
題
と
全
翻
刻
を
挿
絵
も
含
め

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

一
本
菊
、
永
禄
三
年
、
御
伽
草
子
、
奈
良
絵
本
、
物
語
絵
画
】

　
『
一
本
菊
』
と
は
、
室
町
時
代
の
御
伽
草
子
で
、『
風
葉
和
歌
集
』
所
載
の
散

逸
物
語
『
あ
だ
波
』
の
改
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
伏
屋
の
物
語
』『
岩
屋
の
草

子
』
と
と
も
に
継
子
物
に
分
類
さ
れ
る
こ
の
物
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
の
兄
妹

と
い
う
設
定
の
実
子
（
兵
衛
佐
と
姫
君
）
と
継
子
（
四
位
少
将
と
帥
の
局
）
が

登
場
し
、
筋
は
複
雑
で
起
伏
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
記
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
主
な
登
場
人
物
の
系
図

を
【
挿
図
１

】
に
あ
ら
わ
す
。

　

右
大
臣
と
姫
宮
と
の
間
に
兵
衛
佐
、
姫
君
の
兄
妹
が
い
た
。
母
が
亡
く
な
り

右
大
臣
は
新
た
に
播
磨
の
三
位
を
妻
に
迎
え
、
四
位
少
将
と
帥
の
局
を
も
う
け

る
。
そ
の
後
、
右
大
臣
が
亡
く
な
り
、
四
位
少
将
が
跡
を
継
い
だ
。
あ
る
年
、

兵
部
卿
宮
が
催
し
た
菊
の
宴
を
き
っ
か
け
に
、
宮
は
美
し
い
菊
を
育
て
て
い
た

姫
君
の
も
と
へ
通
う
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
妬
ん
だ
継
母
播
磨
の
三
位
は
、
兵

衛
佐
と
姫
君
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
す
る
。
五
節
の
夜
、
四
位
少
将
が
殿
上
人

に
闇
討
ち
に
あ
い
、
そ
れ
を
播
磨
の
三
位
は
兵
衛
佐
の
仕
業
と
帝
に
奏
上
す
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る
。
兵
衛
佐
は
薩
摩
の
国

に
島
流
し
と
な
り
、
姫
君

も
播
磨
の
三
位
に
よ
っ
て

四
条
辺
に
幽
閉
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
兵
衛
佐
の
恋
人

で
あ
っ
た
侍
従
の
内
侍

は
、
乳
母
と
共
に
薩
摩
へ

下
り
、
兵
衛
佐
と
再
会
す

る
。
一
方
、
姫
君
は
播
磨

守
の
目
代
に
奪
わ
れ
そ
う

に
な
る
が
、
兵
部
卿
宮
と

再
会
し
結
ば
れ
る
。
二
人

の
間
に
は
男
御
子
が
生
ま
れ
、
宮
は
帝
と
な
る
。
兵
衛
佐
は
都
へ
呼
び
戻
さ
れ
、

関
白
と
な
り
、
内
侍
は
北
の
政
所
と
な
り
子
も
生
ま
れ
る
。
播
磨
の
三
位
と
そ

の
子
ら
は
都
を
追
放
さ
れ
る
。
宮
と
兵
衛
佐
ら
の
一
族
は
子
に
恵
ま
れ
、
繁
栄

し
た
。

　
『
一
本
菊
』
は
、
写
本
、
刊
本
と
も
伝
本
が
多
く
、
人
気
の
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
伝
本
に
つ
い
て
、
松
本
隆
信
氏
は
本
文
の
系
統
を
大
き
く
Ａ
系

統
と
Ｂ
系
統
と
に
分
け
た
う
え
で
、
諸
本
ご
と
に
語
句
の
小
さ
な
異
同
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
以
上
の
細
分
化
は
難
し
い
と
さ
れ
る）

1
（

。
松
本
氏
の
分
類
を
さ
ら
に

進
め
た
菅
原
領
子
氏
は
、
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
る）

2
（

。

Ａ（
一
）
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵　

写
本
一
冊　

室
町
末
江
戸
初
期
間）

3
（

（
二
）
天
理
図
書
館
蔵　

写
本
一
冊　

室
町
末
江
戸
初
間

（
三
）
大
洲
市
立
図
書
館
蔵　

写
本
一
冊　

室
町
末
江
戸
初
間）

4
（

（
四
）
イ　

万
治
三
年
西
田
勝
兵
衛
尉
刊　

絵
入
大
本
三
冊）

5
（

　
　
　

ロ　

寛
文
十
一
年
松
会
刊　

絵
入
大
本
三
冊

　
　
　

ハ　

龍
門
文
庫
蔵　

写
本
一
冊　

寛
永
頃）

6
（

　
　
　

ニ　

岡
山
大
学
池
田
文
庫
蔵　

写
本
一
冊　

享
保
十
一
年

（
五
）
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵　

写
本
一
冊　

江
戸
後
期）

7
（

（
六
）
岩
瀬
文
庫
蔵　

奈
良
絵
本
三
冊　

江
戸
前
期）

8
（

（
七
）
天
理
図
書
館
蔵　

写
本
一
冊　

江
戸
中
期

（
八
）
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵　

奈
良
絵
本
三
冊　

寛
文
頃）

9
（

（
九
）
徳
江
元
正
氏
蔵　

奈
良
絵
本
二
冊
（
中
巻
欠
）

Ｂ
　

京
都
大
学
蔵　

写
本
一
冊　

江
戸
前
期）
10
（

　

さ
ら
に
、『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
五
所
収
の
江
戸
初
期
の
奈
良
絵
本
三
冊）
11
（

、

同
十
一
所
収
の
江
戸
初
中
期
の
絵
巻
三
巻）
12
（

、
石
川
透
氏
蔵
の
江
戸
前
期
の
写
本

一
冊）
13
（

、
パ
リ
国
立
図
書
館
ス
ミ
ス
＝
ル
ス
エ
フ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
寛
文
頃
の

奈
良
絵
本
三
冊）
14
（

、
高
乗
勲
文
庫
蔵
の
写
本
一
冊
（
残
欠
本
）
等
の
存
在
も
確
認

さ
れ
る
と
い
う
。

【
挿
図
１
】　

主
な
登
場
人
物
系
図

姫

　

宮

兵
　
衛
　
佐

姫

　

君

兵
部
卿
宮

侍
従
の
内
侍

右
　
大
　
臣

四
位
少
将

帥

の

局

播
磨
の
三
位
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学
習
院
大
学
哲
学
科
に
資
料
と
し
て
蔵
さ
れ
る
『
一
本
菊
』（
哲
学

913.49A
/H
77h

）
は
、
縦
十
六
．
六
×
横
二
十
四
．
八
糎
の
袋
綴
装
一
冊
の

横
本
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
付
属
文
書
と
し
て
旧
蔵
者
に
よ
る
ノ
ー
ト
や
メ
モ
が

あ
る
が）
15
（

、
公
に
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
今
回
改
め
て
翻
刻
し
、
書
誌
情
報
と

と
も
に
本
書
の
特
徴
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

本
文
料
紙
は
鳥
の
子
紙
。
丁
数
は
十
九
丁
、
字
高
約
十
二
．
五
糎
、
行
数
は

一
面
十
六
行
。
字
数
は
一
行
約
十
二
〜
十
六
字
前
後
。
五
丁
表
の
み
散
ら
し
書

き
で
あ
る
。
挿
絵
は
全
八
図
あ
る
。
内
題
は
な
く
、
奥
書
に
「
永
禄
三
年
八
月

上
旬
書
之
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
市
古
貞
次
氏
の
『
中
世
小
説
と
そ
の
周
辺
』

所
載
「
中
世
小
説
年
表
稿
」
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
の
項
「
八
月
上
旬　

一

本
菊
（
渋
谷
氏
蔵
零
本
）
奥
書　

永
禄
三
年
八
月
上
旬
」
に
あ
た
る
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る）
16
（

。
な
お
、
表
紙
、
綴
糸
、
見
返
し
、
覆
い
紙
は
現
代
の
後

補
で
あ
る）
17
（

。

　

本
書
は
後
補
の
木
箱
、
布
を
貼
っ
た
紙
製
の
ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

ケ
ー
ス
に
は
「
奈
良
絵
本
」
と
題
簽
が
付
い
て
い
る
。
木
箱
の
蓋
表
に
植
物
の

絵
と
「
奈
良
絵
本
」
と
記
さ
れ
た
紙
、
蓋
裏
に
旧
蔵
者
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
「
稀
覯
書
を　

ひ
も
と
く
習
ひ　

老
の
春
」「
三
柴
」「
△
之
（
朱
印
）」、「
奈

良
絵
本
は
眺
め
る
だ
け
て
も
心
が
和
む　

珍
本
で
あ
り
貴
重
書
で
も
あ
る
。
大

切
に
扱
う
べ
し　

保
存
す
べ
き
本
で
あ
る
。　
（
個
人
名
）
二
〇
〇
八
．
八
．
八
」

と
記
さ
れ
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
ま
ず
、
本
文
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
本
書
は
物
語
全
体
の
三
分

の
二
ほ
ど
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
落
丁
も
み
ら
れ
る
が
三
冊
本
の
下
巻
に
あ
た

る
と
考
え
て
よ
い
。
以
下
、
本
文
に
そ
っ
て
内
容
を
紹
介
し
、
該
当
す
る
挿
絵

箇
所
を
示
す
。
落
丁
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
慶
應
本
や
パ
リ
本
に
よ
っ
て
話

を
補
い
、（ 

）
で
示
し
た
。

・ （
兵
部
卿
宮
の
母
女
御
が
、
兵
衛
佐
の
妹
の
姫
君
と
会
え
ず
に
い
る
宮
を
な

ぐ
さ
め
よ
う
と
、
鞠
の
あ
そ
び
を
催
す
。
そ
こ
で
宮
は
兵
衛
佐
の
想
い
人
で

あ
る
侍
従
の
内
侍
が
、
薩
摩
の
国
へ
流
さ
れ
た
兵
衛
佐
と
の
別
れ
を
悲
し
み

泣
き
ふ
し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
。）

・ 

宮
は
同
じ
境
遇
に
い
る
内
侍
を
訪
ね
る
。
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
を
描
い
た
扇

を
見
な
が
ら
歌
を
詠
む
【
挿
絵
第
一
図
】。

・ 

宮
が
内
侍
の
も
と
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
を
、
播
磨
の
三
位
が
見
て
い
た
。
三
位

は
息
子
で
あ
る
四
位
少
将
と
内
侍
を
ひ
き
会
わ
せ
よ
う
と
考
え
る
が
、
内
侍

は
乳
母
の
も
と
へ
逃
れ
る
。

・ 

内
侍
は
乳
母
と
と
も
に
薩
摩
の
国
へ
向
か
い
、
そ
こ
の
住
人
に
兵
衛
佐
の
居

場
所
を
尋
ね
る
【
挿
絵
第
二
図
】。
内
侍
は
兵
衛
佐
と
文
の
や
り
と
り
を
し

た
後
、
無
事
に
再
会
す
る
【
挿
絵
第
三
図
】。
兵
衛
佐
は
、
妹
の
話
を
聞
き

悲
し
み
に
く
れ
る
。
妹
を
思
い
経
を
読
み
、
朝
夕
祈
る
。

・ 

播
磨
の
三
位
に
よ
っ
て
四
条
に
押
し
籠
め
ら
れ
た
姫
君
は
、
家
の
主
と
親
し

い
播
磨
の
国
の
目
代
に
言
い
寄
ら
れ
そ
う
に
な
る
が
、
乳
母
の
ご
ん
の
少
将

に
よ
る
清
水
詣
で
の
お
か
げ
で
難
を
逃
れ
る
【
挿
絵
第
四
図
】。

・ 

姫
君
は
寝
ら
れ
ず
に
い
る
と
、
外
か
ら
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
れ
は

清
水
詣
で
帰
り
の
宮
に
よ
る
も
の
で
、
ご
ん
の
少
将
は
持
っ
て
い
た
扇
で
と
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き
わ
を
呼
び
、
姫
君
は
宮
に
よ
っ
て
無
事
救
出
さ
れ
る
【
挿
絵
第
五
図
】。

宮
と
姫
君
の
間
に
若
君
が
誕
生
す
る
【
挿
絵
第
六
図
】。

・ （
宮
の
母
女
御
が
若
君
と
対
面
す
る
。
時
の
帝
が
崩
御
し
、
宮
が
位
に
つ
き
、

姫
君
は
后
と
な
る
。）
若
君
は
東
宮
に
な
る
【
挿
絵
第
七
図
】。

・ 

兵
衛
佐
は
都
へ
呼
び
戻
さ
れ
、
大
納
言
と
な
る
。
播
磨
の
三
位
た
ち
は
都
か

ら
追
放
さ
れ
る
。
后
に
二
の
宮
が
誕
生
し
、
大
納
言
は
関
白
に
、
内
侍
は
北

の
政
所
と
な
る
【
挿
絵
第
八
図
】。

・ 

帝
、
関
白
と
も
に
多
く
の
子
が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
行
く
末
は
る
か
に
栄
え

た
と
い
う
。

　

確
認
で
き
る
の
は
下
巻
の
み
の
た
め
、
諸
本
と
詳
し
く
比
較
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
先
に
挙
げ
た
伝
本
の
う
ち
翻
刻
さ
れ
て
い
る
慶
應
本
、
大
洲
市
本
、

西
田
刊
本
、
斯
道
文
庫
本
、
京
大
本
、
石
川
本
、
パ
リ
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
た
と
こ
ろ
、
本
書
で
は
結
末
に
祝
儀
性
、
教
訓
性
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
う

か
が
え
た
。
細
か
な
異
同
等
は
少
な
く
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
本
文
は
Ａ
系

統
に
属
し
、
中
で
も
パ
リ
本
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
パ
リ
本
の

『
ひ
と
も
と
菊
』
は
、
寛
文
頃
書
写
の
上
中
下
三
冊
の
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
上

冊
は
『
新
哥
仙
』
と
題
す
る
歌
書
が
誤
っ
て
綴
じ
合
わ
さ
れ
て
い
た
た
め
、
物

語
の
前
半
部
分
を
欠
い
て
い
る
が
、
本
文
は
Ａ
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
18
（

。

　

な
お
、
本
書
に
は
冒
頭
部
分
と
後
半
の
二
カ
所
に
文
章
の
脱
落
が
あ
る
。
三

冊
本
か
ら
な
る
下
巻
の
多
く
は
、
兵
部
卿
宮
の
母
女
御
が
姫
君
に
会
え
ず
に
い

る
宮
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
鞠
の
あ
そ
び
を
催
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
、
宮
が
侍
従
の
内
侍
の
も
と
を
訪
れ
る
場
面
へ
と
展
開
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、

本
書
は
「
ま
つ
か
の
つ
ほ
ね
を
御
ら
ん
し
け
れ
は
な
ひ
し
は
や
な
き
五
つ
き
ぬ

き
て
」
と
、
宮
が
内
侍
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
他
の
三
冊
本
と
同
様
に
こ
れ
以
前
の
鞠
あ
そ
び
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

本
書
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
冒
頭
部
分
が
欠
失
し
た
と
想
像
さ
れ

る
。
な
お
、
付
言
す
る
と
パ
リ
本
で
は
鞠
あ
そ
び
の
さ
ら
に
前
の
、
宮
が
姫
君

の
も
と
を
訪
れ
る
場
面
も
下
巻
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
か
所
は
、
後
半
部
分
に
み
ら
れ
る
。
現
在
十
四
丁
裏
と
十
五
丁
表
は
、

挿
絵
の
第
六
図
と
第
七
図
の
見
開
き
頁
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
図
は
連

続
せ
ず
独
立
し
た
別
の
場
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
間
に
本
文
が

あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
十
四
丁
表
の
本
文
の
、「
若
君
出
き
給
ふ
宮

御
よ
ろ
こ
ひ
か
き
り
な
し
」
と
い
う
場
面
を
描
い
た
第
六
図
に
続
き
、
第
七
図

で
は
室
内
に
女
性
や
童
が
い
て
、
高
覧
に
裾
を
か
け
た
男
性
二
人
が
伺
候
し
て

い
る
場
面
と
な
り
、「
若
み
や
と
う
く
う
に
御
た
ち
あ
る
」
と
十
五
丁
裏
に
本

文
が
続
い
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
二
図
の
間
に
、
若
君
誕
生
後
の
、
母
女
御

と
若
君
の
対
面
、
今
上
帝
が
亡
く
な
り
、
宮
が
帝
位
に
つ
き
姫
君
が
后
と
な
る

と
い
う
本
文
一
丁
分
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
欠
失
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
挿
絵
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
挿
絵
は
全
八
図
あ
り
、
奈
良
絵
本
に

よ
く
み
ら
れ
る
簡
略
で
素
朴
な
画
風
で
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
上
部
に
薄
い
水

色
、
下
部
に
は
白
色
の
形
式
化
し
た
す
や
り
霞
が
額
縁
の
よ
う
に
配
さ
れ
、
そ

の
間
に
物
語
の
情
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
す
や
り
霞
は
胡
粉
の
線
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で
く
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
額
縁
の
内
側
に
も
金
と
銀
の
雲
形
を
配
し
、
さ
ら

に
一
部
の
地
面
に
は
銀
、
画
中
の
屏
風
に
は
金
が
使
わ
れ
る
な
ど
金
銀
を
多
用

し
て
装
飾
効
果
を
強
め
て
い
る
。
屋
台
は
定
規
引
き
の
直
線
で
し
っ
か
り
と
あ

ら
わ
さ
れ
る
が
、
直
交
し
て
い
る
部
分
な
ど
に
は
や
や
不
自
然
な
構
造
が
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
簀
の
子
の
描
線
は
、
ま
っ
す
ぐ
で
は
あ
る
も
の
の
太
さ
が
均
一

で
は
な
く
、
格
子
の
目
は
等
間
隔
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
総
じ
て
大
ら
か
な
気
分

が
う
か
が
え
る
。
人
物
の
装
束
は
柔
ら
か
な
墨
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
文
様
は
細

か
く
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
襖
や
屏
風
な
ど
の
画
中
画
や
植
物
は
細
や
か
で
丁

寧
な
描
写
で
あ
る
。
人
物
は
、
指
や
足
先
が
長
く
、
顔
貌
は
引
目
鉤
鼻
、
男
性

は
や
や
丸
顔
で
、
女
性
は
細
み
の
面
長
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
作
の
構
図
法
や
人
物
描
写
、
装
束
や
画
中
画
の
装
飾
性
と
い
っ
た

特
性
は
、
十
六
〜
十
七
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
制
作
期
や
絵
師
を
絞
り
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ナ
イ
ー
フ

だ
が
情
感
の
あ
る
人
物
表
現
、
画
面
構
成
に
み
ら
れ
る
大
ら
か
な
気
分
は
、
本

作
の
魅
力
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
パ
リ
本
下
巻
の
挿
絵
全
六
図
は
、
①
宮
が
内
侍
の
も
と
を
訪
れ

扇
を
見
な
が
ら
歌
を
詠
む
②
薩
摩
の
国
に
て
内
侍
と
乳
母
が
住
人
に
兵
衛
佐
の

居
場
所
を
尋
ね
る
③
播
磨
の
目
代
が
姫
君
の
も
と
に
忍
び
入
ろ
う
と
す
る
④
宮

と
姫
君
の
間
に
若
君
が
誕
生
す
る
⑤
兵
衛
佐
は
大
納
言
と
な
る
⑥
宮
、
兵
衛
佐

と
も
子
に
恵
ま
れ
栄
え
る
場
面
を
描
い
て
お
り
、
本
書
で
み
ら
れ
た
兵
衛
佐
と

内
侍
の
再
会
場
面
【
挿
絵
第
三
図
】、
清
水
寺
詣
で
帰
り
の
兵
部
卿
宮
が
姫
君

と
再
会
す
る
場
面
【
挿
絵
第
五
図
】
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
本
書
と
は
描
か
れ

る
場
面
が
少
々
異
な
り
、
画
面
構
成
、
画
風
も
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

異
な
る
絵
画
化
の
視
点
を
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
書
風
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
く
。
本
文
の
書
風
は
、
た
っ
ぷ
り
墨
を

含
み
、
肥
痩
の
あ
る
線
で
転
折
を
強
調
せ
ず
に
連
綿
さ
せ
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

中
心
軸
が
斜
め
に
な
る
や
や
癖
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
奥

書
の
年
記
の
筆
跡
と
共
通
す
る
が
、
年
記
の
「
月
」
と
全
く
同
じ
字
形
は
本
文

に
は
み
ら
れ
ず
、
本
文
同
筆
と
す
る
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
年
代
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注（
１

）　

松
本
隆
信
「
擬
古
物
語
系
統
の
室
町
時
代
物
語
（
続
）
│
「
伏
屋
」「
岩
屋
」「
一

本
菊
」
外
│
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
集　

昭
和
四
十
二
年
七
月

（
２

）　

菅
原
領
子
「『
白
ぎ
く
さ
う
し
』
解
題
」（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研

究
室
編
『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
第
四
巻　

臨
川
書
店　

平
成
十

四
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
制
作
年
は
補
っ
た
。

（
３

）　

松
本
隆
信
編
『
影
印
室
町
物
語
集
成
』
第
二
集　

汲
古
書
院　

昭
和
四
十
五
年

　
　
　

横
山
重
、
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
十
一　

角
川
書
店　

昭
和

五
十
八
年

（
４

）　

松
本
隆
信
「
資
料
翻
刻　

大
洲
市
立
図
書
館
蔵
「
一
も
と
菊
の
物
か
た
り
」」

『
芸
文
研
究
』
第
二
十
八
号　

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会　

一
九
七
〇
年
二
月

（
５

）　

横
山
重
編
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
三　

井
上
書
房　

昭
和
三
十
七
年

　
　

前
掲
注（
３

）『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
十
一

（
６

）
川
瀬
一
馬
監
修
『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
』
第
十
一
巻　

勉
誠
社　

昭
和
六
十
三

年
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（
７

）　

斎
藤
喜
子
「
刈
谷
図
書
館
蔵
『
一
本
菊
』
に
見
ら
れ
る
特
質
」『
相
模
国
文
』

第
二
十
六
号　

相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会　

平
成
十
一
年
三
月

（
８

）　

伊
藤
千
世
「
岩
瀬
文
庫
本
『
一
本
菊
』
の
特
質
」『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』

十
七
号　

一
九
九
四
年
三
月

（
９

）　

松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
二　

角
川
書
店　

昭
和
六
十
三
年

（
10
）　

前
掲
注（
２

）『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
第
四
巻

　
　
　

前
掲
注（
５

）『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
三

（
11
）　

中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
五　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

昭
和
六
十
三

年

（
12
）　

中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
十
一　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

昭
和
六
十

三
年

（
13
）　

石
川
透
編
『
室
町
物
語
影
印
叢
刊
一　

一
本
菊
』
三
弥
井
書
店　

平
成
十
二
年

　
　
　

石
川
透
「『
一
本
菊
』
翻
刻
」『
む
ろ
ま
ち
』
第
五
集　

室
町
の
会　

二
〇
〇
一

年
三
月

（
14
）　Jacqueline Pigeot, K

eiko K
osugi, LE

 CH
R
Y
SA
N
T
H
É
M
E
 SO
LI-

T
A
IR
E
 édition du m

anuscrit Sm
ith-L

esouëf japonais 96, 
introduction et traduction, Bibliothèque nationale, PA

RIS, 1984

（
15
）　

登
場
人
物
に
つ
い
て
の
メ
モ
書
き
と
、
原
稿
用
紙
を
折
り
、
大
和
綴
に
仕
立
て

た
「
ひ
と
も
と
き
く　

訳
」
と
題
簽
の
つ
い
た
冊
子
一
冊
で
あ
る
。

（
16
）　

市
古
貞
次
『
中
世
小
説
と
そ
の
周
辺
』
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
一
年　

二

四
九
頁

（
17
）　

表
紙
は
浅
黄
色
で
、
和
紙
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
右
上
に
「
ひ
と
も
と
き
く
」
と

墨
書
き
が
あ
り
、
左
下
に
は
菊
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
下
に
「
雪
」
と
金
字

で
記
さ
れ
、
朱
印
も
押
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

前
掲
注（
14
）

EN
G
LISH

 SU
M
M
A
R
Y

R
eprint and bibliography of “H

itom
otogiku” ow

ned 
by G

akushuin U
niversity

T
A
N
ISH
IM
A
 M
iw
ano

　

T
he D

epartm
ent of Philosophy at Gakushuin U

niversity possesses 
the N

araehon “H
itom
otogiku

”. It is the third book of three volum
es 

because it lacks tw
o-thirds of the text from

 the beginning. It has 
eight pictures. T

he pictures are fram
ed w

ith light blue and w
hite 

haze at the top and bottom
 and are additionally adorned w

ith gold or 
silver clouds. T

he architecture is unnatural, but the rendering of the 
figure and paintings-w

ithin-a-painting are depicted in detail.

　

T
here are various copies of “H

itom
otogiku

” w
ith different contents. 

T
ext is classified into tw

o types: A
 and B version. Com

paring Gakush-
uinbon w

ith other books, its text belongs to A
 version and is, 

therefore, quite sim
ilar to the N

araehon ow
ned by T

he N
ational 

Library of France, as a part of its Sm
ith-Lesouëf collection.

　

T
here is a valuable statem

ent in the end of the book “永
禄
三
年
八
月

上
旬
書
之
了
”. T
his paper presents a bibliographical com

m
entary and 

an entire reprint including pictures of this book.

　

K
ey W

ords:   “H
itom
otogiku

”, Eiroku 3, otogi zoshi, nara ehon, narra-
tive painting
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凡
例

一
．
底
本
は
学
習
院
大
学
蔵
奈
良
絵
本
一
冊
で
あ
る
。

一
． 

本
文
は
底
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
、
誤
字
、
脱
字
、
送
り
仮
名

等
も
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
．
漢
字
は
新
字
体
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
に
改
め
た
。

一
．
底
本
の
改
丁
ご
と
に
丁
数
と
そ
の
裏
表
を
（ 

）
内
に
記
し
た
。

【
翻
刻
】

ま
つ
か
の
つ
ほ
ね
を
御
ら
ん
し
け
れ

は
な
ひ
し
は
や
な
き
五
つ
き
ぬ
き

て
さ
く
ら
つ
く
し
の
こ
う
ち
き
も

み
ち
き
ぬ
か
た
は
ら
に
ぬ
き
て
を

き
ひ
き
も
の
に
よ
り
か
ゝ
り
う
ち
ふ

し
た
る
ま
く
ら
に
よ
り
給
ひ
て

お
は
し
け
る
宮
仰
け
る
や
う
い
か
に

や
お
な
し
ゆ
か
り
と
思
ひ
給
へ
よ
と
ふ
ら

は
ん
と
て
ま
い
り
た
り
と
の
給
へ
は
な

い
し
承
り
ひ
や
う
ふ
き
や
う
の
み
や

に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
に
や
と
て
も
み

ち
き
ぬ
ひ
き
き
て
ち
と
な
や
む

こ
と
に
て
ふ
し
て
候
と
何
と
な
く

申
て
う
ち
そ
は
み
た
る
け
し
き
兵
へ

の
介
思
ひ
つ
き
け
る
も
こ
と
は
り

な
り
さ
れ
と
も
我
う
し
な
ひ
て
な
（
一
オ
）

け
く
人
に
は
お
と
り
た
り
人
を
御
ら
ん

つ
る
に
つ
け
て
も
ひ
め
君
こ
ひ
し

く
お
ほ
し
け
り
又
か
た
は
ら
を
御
ら
ん
し

け
れ
は
や
な
き
か
さ
ね
の
あ
ふ
き
有

け
る
を
何
と
な
く
御
ら
ん
し
け
れ
は
け
ん
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そ
う
く
わ
う
て
い
の
や
う
き
ひ
と
つ

れ
さ
せ
給
ひ
て
り
ん
そ
う
き
う
に

み
ゆ
き
な
り
な
ん
て
ん
の
う
ち
や
う
〳
〵

し
つ
ま
り
も
の
す
こ
く
し
て
け
い

し
や
う
う
ん
か
く
の
そ
て
風
に
ひ

る
か
へ
す
た
ひ
に
た
へ
ま
の
か
さ
り

お
ち
く
も
る
な
る
の
ち
に
こ
と

な
ら
す
ち
や
う
せ
い
て
ん
に
出
給
ひ

み
か
と
や
う
き
ひ
の
て
を
と
り
給
ひ

て
て
ん
に
あ
ら
は
ひ
よ
く
の
鳥
と

な
り
地
に
あ
ら
は
れ
ん
り
の
え
た
と
（
一
ウ
）

な
ら
ん
と
ち
き
り
給
ひ
て
立
け
る
所
を

あ
ふ
き
に
か
ゝ
れ
た
り
宮
是
を
御
ら
ん

す
れ
は
な
ひ
し
申
け
る
は
昔
も
た
め
し

あ
れ
は
こ
そ
ゑ
に
も
う
つ
し
つ
た
ふ

ら
ん
今
人
こ
と
に
か
な
し
き
恋
を
す
る
と
て

　

や
う
き
ひ
の
こ
と
つ
て
し
け
る
む
か
し
よ
り

　

い
き
て
わ
か
る
ゝ
わ
れ
そ
か
な
し
き

と
申
け
れ
は
宮
今
よ
り
は
か
や
う
に

い
ひ
て
こ
そ
な
く
さ
み
候
は
ん
つ
れ

ゆ
か
り
の
草
と
思
ひ
給
へ
と
せ
ん
し

有
け
れ
は
な
ひ
し
あ
ら
か
た
し
け

な
や
と
そ
申
け
る
（
二
オ
）

﹇
挿
絵　

第
一
図
﹈（
二
ウ
）

扨
宮
か
へ
り
給
へ
は
人
こ
そ
お
ほ

け
れ
は
り
ま
の
さ
ん
み
み
参
ら
せ
て

内
へ
参
り
み
か
と
に
申
や
う
ひ
や
う
ふ

き
や
う
の
み
や
こ
そ
な
ひ
し
の
も
と
へ

か
よ
わ
せ
給
ひ
候
へ
か
の
な
ひ
し
を
せ
ん

し
な
り
て
四
ゐ
の
少
将
に
あ
は
せ

た
ひ
給
へ
と
申
け
れ
は
み
や
う
ふ
の
つ

ほ
ね
是
を
聞
て
な
ひ
し
の
つ
ほ
ね
に

か
た
り
け
る
や
う
さ
ん
み
こ
そ
し
か
〳
〵

と
の
給
ふ
な
れ
と
申
給
へ
は
な
ひ
し

心
う
や
誰
ゆ
へ
に
あ
か
ぬ
わ
か
れ
を
し

て
も
の
お
も
ふ
身
と
は
な
り
ぬ
る
そ

や
こ
れ
に
か
く
て
候
は
ゝ
い
か
な
る

こ
と
も
候
は
ぬ
さ
き
に
大
り
を
ま

か
り
出
ん
と
思
ひ
候
な
り
う
れ
し
く

も
き
か
せ
給
ひ
候
物
か
な
此
世
に
（
三
オ
）

お
き
て
い
か
て
か
忘
れ
参
ら
せ
ん
や

か
て
こ
よ
ひ
ま
か
り
出
候
は
ん
と
の
た

ま
へ
は
み
や
う
ふ
御
名
残
を
し
み
な
き

給
ふ
な
ひ
し
め
の
と
の
も
と
へ
ふ
み
を
つ
か
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い
給
ひ
て
ち
と
風
の
心
ち
あ
り
し
は

ら
く
い
た
は
ら
ん
と
思
ふ
な
り
の
り
物

い
そ
き
〳
〵
と
か
ゝ
れ
た
り
あ
は
て
ゝ

く
る
ま
を
参
ら
せ
け
れ
は
な
ひ
し
さ

す
か
御
名
こ
り
を
し
く
て
わ
れ
十
三

よ
り
参
り
て
こ
と
し
七
年
に
な
る

そ
か
し
何
と
つ
か
ま
つ
り
け
る
御
み
や

つ
か
ひ
の
は
て
そ
や
と
か
な
し
み
て
し
は

ら
く
出
も
や
ら
す
み
く
る
し
き
物

と
も
と
り
ひ
そ
め
て
出
け
る
こ
ろ
は

や
よ
ひ
十
日
あ
ま
り
の
事
な
れ
は

お
ほ
ろ
月
花
の
こ
す
へ
に
ま
か
（
三
ウ
）

い
て
こ
と
に
あ
わ
れ
に
み
へ
し
か
は
命

ふ
の
つ
ほ
ね
か
く
そ
な
か
め
給
ふ

　

我
あ
ら
は
猶
た
ち
か
へ
れ
春
か
す
み

　

う
ら
み
に
思
ふ
く
も
ゐ
な
り
と
も

と
の
給
へ
は
返
事
な
ひ
し
か
く
な
ん

　

春
か
す
み
立
は
な
れ
な
は
雲
に
入

　

月
に
出
る
と
め
く
り
あ
ふ
へ
き

か
や
う
に
う
ち
な
か
め
て
な
ひ
し
な
く

〳
〵
く
る
ま
に
の
り
出
給
ふ
め
の
と

の
も
と
に
ゆ
き
つ
き
て
そ
の

ま
ゝ
う
ち
ふ
し
な
く
よ
り
外
の
事
そ

な
き
さ
る
ほ
と
に
そ
の
と
し
の
く
れ

ほ
と
に
め
の
と
所
り
や
う
た
ま
は
り

て
な
ひ
し
の
ま
く
ら
に
た
ち
よ
り

申
や
う
ふ
ん
こ
こ
そ
悦
に
あ
ひ
候
へ

さ
つ
ま
の
国
を
給
は
つ
て
こ
そ
候
へ
（
四
オ
）

た
ゝ
な
ら
は
か
く
は
か
り
よ
ろ
こ
ふ

へ
き
に
候
は
ね
と
も
ゆ
へ
な
く
な

か
さ
れ
給
ひ
し
兵
へ
の
介
と
の
お
は
し

ま
す
か
た
に
て
候
と
て
も
御
み
や
つ

か
ひ
も
す
さ
ま
し
く
お
ほ
し
め
し
候
は
ゝ

思
ふ
に
は
と
ら
ふ
す
の
へ
く
し
ら
の
よ

る
嶋
と
申
た
め
し
候
な
り
い
さ
ゝ
せ
た

ま
へ
さ
つ
ま
の
国
へ
く
し
参
ら
せ
ん
と
申

せ
は
な
ひ
し
悦
て
父
母
に
か
く
れ

め
の
と
は
か
り
を
頼
や
よ
ひ
廿
日

こ
ろ
に
都
を
出
い
つ
し
か
な
ら
は
ぬ

ふ
ね
の
う
ち
の
す
ま
ひ
な
み
の
う
へ

の
心
ほ
そ
く
あ
け
ぬ
く
れ
ぬ
と
ゆ

く
ほ
と
に
さ
つ
ま
か
た
へ
そ
つ
き
に

け
り
国
の
し
ん
は
い
ま
つ
り
こ
と
し

か
る
へ
き
や
う
に
し
て
め
の
と
人
に
（
四
ウ
）
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と
ひ
け
る
は　

な
か
さ
れ　

人
の
住　

た
ま
へ
る

所
や
し
ろ
し　

た
る
か　

を
し
へ
給
へ　

と
あ
り

け
れ
は　

人
の
申
や
う　

な
か
さ
れ　

人
の
わ

た
り
候
所
は　

是
よ
り　

ほ
と
な
く　

は
つ
か

廿
四
て
う　

と
申　

け
れ
は
（
五
オ
）

﹇
挿
絵　

第
二
図
﹈（
五
ウ
）

め
の
と
悦
ひ
め
君
に
申
や
う
御

ふ
み
あ
そ
は
し
て
参
ら
さ
せ
給
へ
こ
れ

よ
り
ほ
と
な
く
候
と
申
け
れ
は
取
あ
へ
す

　

身
を
す
て
ゝ
み
る
め
か
り
に
や
あ
た
な
み
の

　

う
ら
ま
て
舟
を
い
そ
き
け
る
か
な

お
ほ
ろ
け
に
や
な
ん
と
ゝ
か
ゝ
れ
た
り

な
ひ
し
の
め
の
と
こ
に
い
ま
た
わ
ら
は

に
て
有
け
る
を
め
し
て
是
を
も
ち
て

参
れ
と
て
よ
く
を
し
へ
て
参
ら
せ
け

れ
は
か
の
所
へ
尋
ゆ
き
兵
へ
の
介
殿

に
御
ふ
み
参
ら
せ
け
れ
は
悦
給
ふ
事
か

き
り
な
し
や
か
て
返
事
あ
り

　

あ
た
な
み
の
う
ら
に
い
か
な
る
契
り
し
て

　

身
を
す
て
ゝ
の
み
み
る
め
か
る
ら
ん

と
か
く
の
申
事
な
し
た
ゝ
い
そ
き
〳
〵

い
ら
せ
給
へ
と
か
ゝ
れ
た
り
め
の
と
悦
（
六
オ
）

て
あ
し
ろ
の
こ
し
に
の
せ
奉
り
て

を
は
し
ま
す
な
ひ
し
御
ら
ん
つ
れ
は
い
そ

へ
に
つ
く
り
か
け
た
る
家
の
さ
す
か
よ

し
あ
る
て
い
に
み
へ
た
り
い
そ
の
ま
つ

風
い
と
身
に
し
み
給
ふ
ら
ん
か
ゝ
る
所

に
お
は
し
た
る
よ
と
み
る
に
涙
も
と

と
ま
ら
す
た
か
ひ
に
や
せ
く
ろ
み
た
る

恋
の
す
か
た
に
て
と
か
く
の
こ
と
の
は

も
出
す
や
ゝ
あ
り
て
御
物
か
た
り
あ
り

わ
か
れ
し
よ
り
い
ま
ゝ
て
の
事
と
も
か
た
り

給
へ
は
よ
そ
の
袂
も
し
ほ
り
け
り

さ
る
に
て
も
み
や
こ
に
は
何
事

か
候
ひ
つ
る
と
と
ひ
給
へ
は
（
六
ウ
）

﹇
挿
絵　

第
三
図
﹈（
七
オ
）

な
ひ
し
申
給
ふ
三
条
の
ひ
め
君
こ
そ

う
せ
給
ひ
て
候
へ
宮
は
た
ゝ
一
す
ち
の

御
物
お
も
ひ
に
て
く
こ
を
も
き
こ
し

め
さ
す
と
か
た
り
給
へ
は
ひ
や
う
へ
の
介
殿

な
ひ
し
に
合
給
ひ
此
ほ
と
の
こ
と
ゝ

も
す
こ
し
は
る
ゝ
心
ち
し
た
ま
ふ
に

い
も
う
と
の
ひ
め
君
う
せ
給
ふ
と
き
ゝ

給
ひ
て
又
か
き
く
ら
す
心
ち
し
て
あ
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は
れ
さ
た
と
へ
ん
か
た
な
し
さ
お
も
ひ

つ
る
物
を
命
を
や
う
し
な
ひ
つ
ら
ん

又
い
か
な
る
も
の
に
も
と
ら
せ
て
や

あ
る
ら
ん
今
は
此
世
に
あ
ら
し
さ
れ

は
今
一
と
あ
ふ
事
も
か
た
か
る
へ
し

さ
ら
は
出
家
を
も
し
た
ゝ
一
す
ち
に

此
人
の
こ
し
や
う
を
と
ふ
ら
は
は
や
と

お
も
へ
と
も
父
母
に
も
か
く
れ
我
を
（
七
ウ
）

た
の
み
く
た
り
給
へ
る
な
ひ
し
を
う
ち

す
て
奉
ら
ん
も
さ
す
か
に
お
ほ
え
て

今
し
は
ら
く
ほ
と
へ
て
い
か
に
も
な

ら
ん
と
お
ほ
し
め
し
今
迄
は
ま
い
日

御
き
や
う
よ
み
て
は
い
も
う
と
の
頼

か
た
な
き
を
あ
ん
お
ん
に
と
い
の
り

給
へ
と
も
其
後
は
御
経
よ
み
給
へ
と

も
い
も
う
と
の
こ
し
や
う
た
す
け
た
ひ

給
へ
と
朝
夕
い
の
ら
せ
給
ひ
け
る
さ
る

ほ
と
に
ひ
め
君
は
京
に
て
四
て
う

あ
た
り
に
を
し
こ
め
ら
れ
て
な
き
ふ

し
給
へ
り
そ
の
家
の
あ
る
し
の
し
た

し
き
物
は
り
ま
の
国
の
も
く
た
い

に
て
あ
り
折
ふ
し
此
い
へ
に
入
け
る

か
す
き
さ
ま
に
此
さ
し
き
の
か
た

を
み
る
ほ
と
に
ひ
め
君
を
物
こ
し
（
八
オ
）

に
み
奉
り
あ
ら
う
つ
く
し
や
と
を

も
ひ
う
ち
へ
入
て
ま
つ
い
ふ
へ
き
事

は
さ
し
を
き
て
此
さ
し
き
に
は
い
か
な
る

人
の
す
み
給
ふ
や
ら
ん
さ
も
う
つ
く
し
き

す
き
か
け
の
み
へ
つ
る
は
と
い
ひ
け
れ

は
あ
る
し
申
や
う
あ
れ
は
や
こ
と
な
き

人
の
世
を
忍
ひ
て
お
は
し
ま
す
と
か

た
り
け
れ
は
あ
わ
れ
と
か
む
る
人
お
は

せ
す
は
我
に
あ
わ
せ
給
へ
か
し
た
れ

も
い
ち
こ
と
ほ
し
き
事
あ
ら
せ
し
と

申
け
れ
は
あ
る
し
思
ひ
け
る
は
は
り

ま
の
さ
ん
み
は
い
か
に
も
し
て
う
し
な
ひ

奉
れ
と
の
給
へ
と
も
い
た
は
し
さ
に

あ
か
し
く
ら
す
な
り
さ
ら
は
此
人
に

あ
わ
せ
は
や
と
思
ひ
む
す
め
十
二
三

は
か
り
な
る
を
よ
ひ
て
け
ふ
は
さ
し
き
（
八
ウ
）

と
の
へ
参
り
御
み
や
つ
か
ひ
申
て
夕
さ
り

は
し
や
う
し
の
も
と
に
ふ
し
て
か
け
か

ね
を
は
つ
し
あ
の
人
を
入
参
ら
せ
よ

と
よ
く
〳
〵
を
し
へ
け
る
れ
い
な
ら
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す
き
り
め
き
は
た
ら
き
け
れ
は

少
将
あ
や
し
く
思
ひ
て
此
も
の
を
す

か
し
と
は
ん
と
思
ひ
う
れ
し
く
も
参
り

た
り
な
と
や
此
ほ
と
は
参
ら
さ
り
し
そ

今
よ
り
は
我
を
お
や
と
お
も
ひ
て
い

わ
ん
事
を
何
事
も
人
に
か
た
る
な

よ
我
も
人
に
か
た
る
ま
し
さ
る
に
て

も
さ
き
〳
〵
は
ま
い
ら
さ
り
し
か
何
の

や
う
に
参
り
た
る
そ
と
ひ
と
つ
も

へ
た
て
な
く
あ
り
の
ま
ゝ
に
か
た
れ

よ
ゆ
め
〳
〵
人
に
い
ふ
ま
し
と
さ

ま
〳
〵
に
と
ひ
け
れ
は
お
さ
な
き
（
九
オ
）

も
の
に
て
な
に
心
な
く
あ
り
の
ま
ゝ

に
そ
か
た
り
け
る
ひ
め
君
聞
も
あ

え
す
な
き
給
ふ
こ
ん
の
少
将
あ
ら
う
ら

め
し
の
御
事
や
ひ
や
う
へ
の
介
殿
な
か
さ

れ
給
ひ
し
時
つ
ゆ
と
も
き
へ
さ
せ
た

ま
ふ
へ
き
に
い
ま
ゝ
て
な
か
ら
へ
さ
せ

給
ひ
て
か
ゝ
る
う
き
め
を
御
ら
ん
す
る

事
の
か
な
し
さ
よ
ね
か
は
く
は
神
仏

た
す
け
給
へ
と
い
の
り
け
る
こ
そ
あ
は

れ
な
れ
け
ふ
は
ひ
も
く
れ
す
し
て

あ
れ
か
し
と
ね
ん
し
け
れ
と
も
か
ひ

そ
な
き
さ
る
ほ
と
に
ひ
も
く
れ
け

れ
は
こ
ん
の
少
将
お
さ
あ
ひ
も
の
を

我
あ
と
に
ふ
さ
せ
て
我
身
は
姫
君

の
お
は
し
け
る
所
に
ふ
し
夜
ふ
か
く

な
り
ぬ
れ
は
火
を
し
や
う
し
よ
り
あ
な
（
九
ウ
）

た
へ
と
ほ
し
か
け
か
ね
よ
く
か
け
し
た

た
め
て
清
水
の
か
た
へ
む
か
ひ
て

な
む
大
ひ
く
わ
ん
せ
お
ん
我
十
三
よ
り

月
ま
ふ
て
を
申
卅
三
く
わ
ん
の
御
経

を
よ
み
参
ら
せ
し
ひ
く
わ
ん
む
な
し
か
ら

す
は
姫
君
の
夜
の
う
ち
の
な
ん
を
は

ら
ひ
て
た
ひ
給
へ
そ
れ
か
な
は
ぬ
も
の

な
ら
は
御
命
を
と
ら
せ
給
へ
と
申
け
る

さ
れ
と
も
夜
ふ
け
ゝ
れ
は
か
の
大
ゆ
ふ

き
た
り
て
こ
ゝ
あ
け
よ
や
お
さ
あ
い

も
の
と
て
し
や
う
し
う
ち
た
ゝ
き
ひ

き
け
れ
と
も
う
ち
よ
り
つ
よ
く

か
け
た
れ
は
ひ
け
と
も
さ
ら
に

あ
か
さ
り
け
り
（
十
オ
）

﹇
挿
絵　

第
四
図
﹈（
十
ウ
）

し
き
ふ
の
大
夫
お
そ
ろ
し
き
こ
ゑ
に
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て
あ
ら
お
こ
か
ま
し
や
こ
よ
ひ
こ
そ

入
さ
せ
給
は
す
と
も
あ
し
た
は
と
く
〳
〵

参
り
け
ん
さ
ん
に
入
参
ら
せ
候
へ
き

よ
し
こ
よ
ひ
は
ゆ
る
し
ま
い
ら
せ
候
と
て

帰
り
け
る
こ
そ
く
わ
ん
お
ん
の
御
た
す

け
と
う
れ
し
く
こ
よ
ひ
こ
そ
の
か
る
ゝ
と

も
あ
す
は
を
し
入
な
ん
と
心
う
く
て

ね
も
い
ら
す
さ
し
き
た
か
く
て
い

つ
く
よ
り
も
れ
い
つ
へ
き
や
う
も

な
し
四
て
う
お
も
て
の
し
と
み
た
か
く

あ
け
け
れ
は
う
月
の
月
な
れ
は
く

ま
も
な
く
こ
と
に
も
の
あ
わ
れ
な

る
あ
か
つ
き
か
み
の
か
た
よ
り
ふ
へ

の
ね
か
す
か
に
聞
え
け
る
是
き
か

せ
給
へ
ひ
や
う
へ
の
助
殿
の
お
も
し
（
十
一
オ
）

ろ
く
ふ
き
給
ひ
し
物
を
い
か
な
る
所
に
て

い
か
に
な
ら
せ
給
ひ
け
ん
あ
さ
ま
し
の

事
と
も
や
と
な
き
給
ひ
て
か
と
の
か

た
を
御
ら
ん
し
て
入
ら
せ
給
へ
は
車

の
お
と
き
こ
え
ふ
え
の
ね
ち
か
く
也

け
り
め
の
と
申
や
う
ひ
や
う
ふ
き
や
う

の
み
や
の
御
ふ
え
の
ね
に
に
さ
せ
た

ま
へ
る
も
の
か
な
と
心
を
し
つ
め
て
き

き
け
れ
は
ふ
え
ふ
き
す
さ
ひ
て

ま
こ
と
に
け
た
か
き
御
こ
ゑ
に
て
月

は
く
ま
な
く
て
ら
せ
と
も
と
も
に

な
か
む
る
人
も
な
し
あ
は
ぬ
物
ゆ
へ
よ

も
す
か
ら
は
か
な
き
恋
ち
に
ほ
た

さ
れ
て
た
い
あ
ん
た
う
を
た
つ
ぬ
と

て
月
に
の
り
て
そ
ゆ
き
か
へ
る
と

ゑ
い
し
給
ひ
け
る
を
聞
け
れ
は
み
や
の
（
十
一
ウ
）

御
こ
へ
に
て
わ
た
ら
せ
給
ひ
け
り
い
か
に

と
む
ね
う
ち
さ
は
き
け
り
宮
は
お
ほ
し

め
し
し
つ
み
た
ま
ひ
て
清
水
に
参
り

給
ひ
七
日
御
こ
も
り
あ
り
て
御
下
か
う

な
り
四
て
う
お
も
て
を
過
さ
せ
給
ふ

と
き
わ
も
御
と
も
に
て
む
ま
の
う
へ
に

み
へ
て
あ
り
う
れ
し
さ
か
き
り
な
く
て

こ
ん
の
少
将
す
こ
し
も
忍
ふ
事

な
く
も
ち
た
る
あ
ふ
き
に
て
ま
ね

き
あ
れ
は
と
き
は
か
と
い
ひ
け
れ
は

た
れ
な
る
ら
ん
と
さ
し
き
の
き
は
へ

む
ま
う
ち
よ
せ
け
れ
は
（
十
二
オ
）

﹇
挿
絵　

第
五
図
﹈（
十
二
ウ
）
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と
き
は
に
て
を
は
す
る
か
こ
ん
の

少
将
こ
そ
こ
れ
に
候
へ
た
ち
よ
ら
せ

給
へ
も
の
申
さ
ん
と
い
ひ
け
れ
は

と
き
は
こ
ん
の
少
将
に
て
ま
し
ま

す
か
う
れ
し
さ
よ
と
申
け
る
少
将
申

や
う
は
り
ま
の
三
ゐ
に
を
し
こ
め

ら
れ
て
此
ほ
と
う
き
め
を
御
ら
ん
し

て
こ
そ
お
は
し
ま
せ
た
は
か
り
出
し

ま
い
ら
せ
給
へ
と
い
ひ
け
れ
は
と
き
は

聞
も
あ
へ
す
御
ま
ち
候
へ
と
て
宮

の
御
く
る
ま
に
お
ひ
つ
き
参
ら

せ
て
い
ま
た
と
も
か
く
も
申
さ
て
御

く
る
ま
給
は
ら
ん
と
申
け
れ
は
み
や

何
事
と
も
き
ゝ
は
け
さ
せ
給
は
ね
と

と
き
わ
か
申
事
な
れ
は
お
り
さ
せ

給
ふ
御
く
る
ま
給
は
り
て
か
の
所
へ
や
（
十
三
オ
）

り
入
て
こ
ゝ
あ
け
よ
や
は
り
ま
の
三

ゐ
の
も
と
よ
り
そ
こ
よ
ひ
の
御
と
の

い
は
た
そ
は
や
〳
〵
あ
け
よ
と
い
ひ

け
れ
は
さ
ん
み
と
い
ふ
に
し
た
か
ひ
て

や
か
て
か
と
を
あ
く
る
車
を
や
り

入
は
や
〳
〵
め
せ
と
申
け
れ
は
ひ
め

君
の
り
給
へ
は
人
〳
〵
う
れ
し
さ
ゆ
め

の
心
ち
し
て
い
そ
き
御
と
も
申
け
り

宮
は
御
く
る
ま
に
の
り
う
つ
ら
せ
た

ま
ひ
て
わ
か
れ
給
ひ
し
よ
り
今
ま
て

の
御
恋
し
さ
い
か
な
る
所
に
お
は
し

ま
す
と
も
風
の
た
よ
り
の
お
と
つ

れ
を
も
な
と
や
か
く
と
も
し
ら
せ
た

ま
は
ぬ
そ
と
う
ら
み
給
へ
は
姫
君

　

た
よ
り
を
も
い
は
ま
ほ
し
き
を
山
風
の

　

い
は
ま
の
水
に
せ
か
れ
け
る
か
な
（
十
三
ウ
）

宮
是
を
聞
召
返
事
に
か
く
な
ん

　

せ
か
れ
け
る
い
は
ま
の
水
を
し
ら
す
し
て

　

も
ら
さ
ぬ
と
の
み
う
ら
み
け
る
か
な

か
や
う
に
仰
あ
り
て
御
車
を
は
さ
ぬ

き
か
も
と
へ
と
あ
り
け
れ
は
御
め
の

と
さ
ぬ
き
の
も
と
へ
入
ら
せ
給
ふ
ひ
め

き
み
も
た
ゝ
な
ら
す
い
ら
せ
給
へ

は
八
月
に
御
さ
ん
の
月
な
れ
は
御
い

の
り
か
き
り
な
し
そ
の
御
し
る
し
に
や

あ
た
る
月
に
も
な
り
し
か
は
御
さ
ん

へ
い
あ
ん
に
若
君
出
き
給
ふ
宮

御
よ
ろ
こ
ひ
か
き
り
な
し
（
十
四
オ
）
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﹇
挿
絵　

第
六
図
﹈（
十
四
ウ
）

﹇
挿
絵　

第
七
図
﹈（
十
五
オ
）

若
み
や
と
う
く
う
に
御
た
ち
あ
る

み
か
と
の
せ
ん
し
あ
る
や
う
ま
つ
さ
つ

ま
の
か
た
へ
な
か
さ
れ
し
兵
へ
の
介
を
め

し
か
へ
す
へ
し
と
て
御
む
か
ひ
参
り

け
り
兵
へ
の
介
御
悦
か
き
り
な
し

た
ゝ
よ
の
つ
ね
に
て
め
し
か
へ
さ
ん

た
に
も
う
れ
し
く
お
は
し
ま
さ
ん
に

い
わ
ん
や
ゆ
く
ゑ
も
な
く
う
せ
給
ひ
し

ひ
め
君
き
さ
き
に
た
ゝ
せ
給
ふ
事

一
か
た
な
ら
ぬ
悦
に
若
宮
さ
へ
出
き

さ
せ
給
ひ
て
め
し
か
へ
さ
れ
ん
こ
と
の

う
れ
し
さ
よ
と
て
侍
従
の
な
ひ
し
と

う
ち
つ
れ
て
都
へ
の
ほ
り
給
ひ
け
り

心
の
う
ち
い
か
は
か
り
う
れ
し
く
お
ほ
し

け
ん
仏
神
三
ほ
う
の
か
こ
お
は
し

け
れ
は
な
み
風
な
ん
な
く
の
ほ
り
（
十
五
ウ
）

な
く
の
ほ
り
給
ふ
ほ
と
に
は
や
く

と
は
へ
つ
き
給
ふ
御
む
か
ひ
の
人
〳
〵

か
す
を
し
ら
す
ま
つ
せ
ん
そ
な
れ
は

と
て
三
条
へ
入
ら
せ
給
ふ
は
り
ま
の

三
位
四
ゐ
の
少
将
あ
は
て
さ
わ
き

内
よ
り
出
け
り
あ
ら
物
さ
は
か
し
ま
つ

し
は
ら
く
お
は
せ
よ
う
か
り
し
事

の
も
の
か
た
り
せ
ん
と
あ
り
し
か
と
も

う
し
ろ
を
た
に
も
み
か
へ
ら
す
し
て

出
る
兵
へ
の
介
殿
あ
け
ん
も
お
そ
し

と
て
き
さ
き
の
御
か
た
へ
そ
参
り
た

ま
ひ
け
る
な
か
さ
れ
人
ひ
や
う
へ
の
介
殿

こ
そ
参
り
給
へ
と
申
せ
は
き
さ
き
出

さ
せ
給
ひ
て
わ
か
れ
参
ら
せ
し
時
の

か
な
し
さ
今
の
う
れ
し
さ
い
つ
れ
も

お
ろ
か
な
ら
す
と
て
う
れ
し
さ
な
き
（
十
六
オ
）

に
な
き
給
ふ
ひ
や
う
へ
の
介
殿
こ
れ

を
御
ら
ん
し
て

　

ふ
え
竹
の
な
き
し
う
き
ね
も
わ
す
ら
れ
す

　

う
れ
し
き
ふ
し
を
み
る
に
つ
け
て
も

き
さ
き
の
給
ふ
や
う
我
よ
り
も
み
か
と

の
な
を
も
こ
ひ
さ
せ
給
ふ
に
ま
つ
と
く

と
く
参
り
給
へ
と
あ
り
け
れ
は
明
も

せ
て
ま
た
夜
ふ
か
き
に
う
ち
へ
参
り

給
ふ
み
か
と
せ
い
り
や
う
て
ん
よ
り
御

ら
ん
い
た
さ
せ
給
ひ
て
い
か
に
や
し
め
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ち
か
は
ら
と
ち
き
り
し
は
こ
れ
を
い

い
し
そ
や
今
の
悦
に
は
さ
ん
み
の

中
将
に
な
す
へ
し
と
せ
ん
し
な
り

う
ち
つ
ゝ
き
二
ゐ
の
大
納
言
に

な
り
給
ふ
御
か
と
さ
て
も
は
り
ま
の

さ
ん
み
四
ゐ
の
少
将
そ
つ
の
君
を
は
（
十
六
ウ
）

い
か
ゝ
は
か
ら
ふ
へ
き
さ
つ
ま
の
か
た
へ
な

か
す
へ
き
か
と
せ
ん
し
あ
り
け
れ
は
ひ

や
う
へ
の
介
の
給
ふ
や
う
仰
は
さ
に
て

候
へ
と
も
父
う
大
し
ん
草
の
か
け
に

て
も
み
候
は
ん
事
も
あ
は
れ
に
候
へ
は

今
と
の
悦
に
る
さ
い
を
御
と
ゝ
め
候
へ
と

申
さ
れ
け
れ
は
さ
る
に
て
も
あ
ま
り
に
く

き
物
な
れ
は
か
ふ
り
を
は
い
く
わ
ん
を
と

と
め
て
も
な
を
あ
さ
く
お
ほ
ゆ
れ
は

か
れ
ら
親
子
三
人
を
は
都
の
内
を
出
し
て

や
と
さ
た
め
ぬ
物
と
な
す
へ
し
と
の
せ
ん
し

に
て
九
え
の
中
を
出
さ
れ
参
ら
せ
け
り

さ
る
程
に
き
さ
き
又
う
ち
つ
ゝ
き
二
の
宮

出
き
給
ふ
其
御
悦
に
大
納
言
く
わ
ん
は

く
て
ん
か
と
そ
申
け
る
侍
従
の
な
ひ
し
は

北
の
政
所
と
そ
申
け
る
（
十
七
オ
）

﹇
挿
絵　

第
八
図
﹈（
十
七
ウ
）

御
か
と
も
若
宮
二
人
姫
み
や
二

人
出
き
さ
せ
給
ひ
ぬ
一
の
宮
に

御
く
ら
ゐ
を
ゆ
つ
り
給
ひ
て
二
の
宮

と
う
く
う
に
た
ゝ
せ
給
ふ
ひ
め
君

一
人
は
伊
勢
さ
い
く
う
に
た
ち
た
ま
ふ

今
一
人
は
か
も
の
い
つ
き
に
た
ゝ
せ

給
ふ
か
た
〳
〵
め
て
た
く
さ
か
へ
さ
せ
給
ひ

け
り
く
わ
ん
は
く
殿
も
わ
か
君
ひ

め
き
み
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
ち
や
く
し

と
う
の
中
将
二
郎
殿
は
三
ゐ
の
中
将

三
郎
殿
は
四
ゐ
の
少
将
と
そ
申
け
る

み
る
人
き
く
人
め
て
た
き
御
く
わ
ほ

う
と
そ
申
け
る
ひ
め
君
う
つ
く
し
く

い
ら
せ
給
ふ
事
か
き
り
な
し
一
の
み
や

く
ら
ゐ
に
つ
か
せ
給
へ
は
き
さ
き
に

た
ゝ
せ
給
ひ
て
む
め
つ
ほ
の
き
さ
（
十
八
オ
）

き
と
そ
申
け
る
こ
ん
の
少
将
は
な

い
し
の
か
み
に
な
り
さ
へ
も
ん
の

つ
ほ
ね
は
き
こ
ゆ
る
な
さ
け
人
也

と
て
か
た
〳
〵
の
御
お
ほ
え
い
み
し
く

あ
り
て
中
つ
か
さ
の
中
将
に
な
さ
れ
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た
り
か
く
か
た
〳
〵
ゆ
く
す
へ
は
る

か
に
さ
か
へ
給
ふ
め
て
た
き
た
め
し

に
そ
申
け
る
む
か
し
か
今
に
い
た
る

ま
て
仏
神
三
ほ
う
の
御
ち
か
ひ

い
つ
れ
も
お
ろ
か
な
ら
す
お
は
し
け

れ
と
も
こ
と
に
く
わ
ん
お
ん
の
御
り

し
や
う
に
す
き
た
る
事
そ
な
き
な

さ
け
あ
ら
ん
人
は
ゆ
く
す
へ
か
や
う
に

さ
か
へ
給
ふ
へ
き
な
り
心
わ
ろ
く
し
て

人
を
に
く
み
我
子
は
か
り
を
思
ふ

も
の
は
ゆ
く
す
ゑ
わ
ろ
き
事
め
の
（
十
八
ウ
）

ま
へ
の
事
な
り
う
き
め
を
み
る
事

も
是
心
わ
ろ
く
も
つ
ゆ
へ
な
り

人
を
も
い
と
を
し
く
お
も
ひ
し
ひ

に
心
を
も
つ
人
は
か
や
う
に
ゆ
く

す
へ
は
ん
し
や
う
に
さ
か
へ
給
ひ
て

め
て
た
き
御
く
わ
ほ
う
あ
る
な
り

こ
れ
を
御
ら
ん
し
候
は
ん
人
〳
〵
は

き
よ
水
の
く
わ
ん
お
ん
を
よ
く
〳
〵

御
し
ん
か
う
あ
る
へ
し
返
〳
〵
め
て

た
き
御
く
わ
ほ
う
と
そ
申
つ
た
へ
け
り
（
十
九
オ
）

永
禄
三
年
八
月
上
旬
書
之
了
（
十
九
ウ
）
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【図１】　冒頭

【図２】　奥書
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【図３】　挿絵第１図

【図４】　挿絵第２図
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【図５】　挿絵第３図

【図６】　挿絵第４図
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【図７】　挿絵第５図

【図８】　挿絵第６図
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【図９】　挿絵第７図

【図10】　挿絵第８図


